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先端計測分析技術・機器開発事業
5周年記念シンポジウム

日時

申し込み方法 MAP

お申し込みは専用ホームページから

FAXでのお申し込みはこちらから

独立行政法人科学技術振興機構
文部科学省、（社）日本分析機器工業会
（株）科学新聞社（事務局）　〒105-0013 東京都港区浜松町1-8-1　TEL：03-3432-0420
 E-mail：kagaku@sci-news.co.jp

本事業は平成16年度開始からまる5年が経ち、既にユーザー企業等から注目される成果が出始めています。
そこで、これまでの事業の取り組み等を振り返るとともに、今後さらに事業の展開を検討するために、シンポ
ジウム及び技術説明会を企画いたしました。
初日のシンポジウムでは、開発に取り組んでいる機器メーカーによる企業戦略の紹介やオピニオンリーダー
からの基調講演、また本事業での顕著な成果について報告をいたします。
さらに、二日目は本事業で開発している技術の説明会を開催し、実用化に取り組んでいただける企業との
マッチングをめざします。

事業ホームページ http://www.jst.go.jp/sentan/

 http://www.sci-news.co.jp/jst091208詳しくはホームページをご覧ください

主　　　　催
後   援
お問い合わせ

（予定）

事前登録制・入場無料

平成21年12月8日（火） 10：00～17：00 （シンポジウム）

場 所 日本科学未来館 7階

（ポスター発表は12：00～14：00）

平成21年12月9日（水） 10：00～16：00 （技術説明会）
（ポスター発表は11：30～13：30）

ゆりかもめ「テレコムセンター駅」・「船の科学館駅」→徒歩5分。
または、りんかい線「東京テレポート駅」→徒歩15分／都バス
「日本科学未来館」、京浜急行バス「テレコムセンター駅前」下車
／首都高速台場出入口から5分

アクセス

裏面の FAX用申込書に必要事項をご記入の上、
上記の FAX番号へお送り下さい。

http://www.sci-news.co.jp/jst091208

参加ご希望の方は必要事項をご記入の上、12月3日（木）まで
に下記専用ホームページから、またはFAXにてお申し込み下
さい。ご登録完了後、E-mailまたはFAXにて、受講票をお送
りいたしますので、当日ご持参下さい。 定員になり次第締切
とさせていただきます。

FAX：03-3434-3745
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先端計測分析技術・機器開発事業5周年記念シンポジウム プログラム
FAX用 申込書 必要事項をご記入の上、右記FAX番号にお送りください。 FAX：03-3434-3745

ふりがな

お名前

所属機関名
所属部署名

連 絡 先
お電話番号

メー ル
アドレス

※お送りいただいた個人情報を元に、関連情報等をお送りすることがございます。予めご了承下さい。

※発表者および講演タイトルは変更になる場合がございます。

先端計測分析技術・機器開発事業5周年記念シンポジウム プログラム

ご参加予定の項目にチェック印をご記入ください 例

12/8（火）1日目
12/8（火）1日目

意見交換会（会費制）

12/9（水）2日目

S1

※同時間帯での開催のため　  と　  およびS1 S2

と の組合せの申込みはできませんS3 S4

S2 S3 S4

S2例

12月8日（火） シンポジウム
時 間 タイトル

1日目

開会挨拶10：00

文部科学省からの報告10：05

JST開発総括からの報告10：25

株式会社 島津製作所10：45

日本電子株式会社11：10

株式会社 日立ハイテクノロジーズ11：35

12：00 休 憩（昼食） ポスター発表（イノベーションホールにて）
開発機器の展示（会議室3にて）

休 憩（昼食） ポスター発表（イノベーションホールにて）
開発機器の展示（会議室3にて）11：30

基調講演 ① 東北大学　名誉教授 田中　通義14：00

基調講演 ② 国立環境研究所・アジア自然共生研究グループ長 中根　英昭14：40

休　憩 15：20

糖鎖版ＰＣＲ法の完成で加速する疾患マーカー探索研究

北海道大学大学院先端生命科学研究院　教授 西村　紳一郎

15：30

熱レンズ顕微鏡を搭載した可搬型汎用
　　　 全自動マイクロ免疫分析装置の実証・実用化

ハイブリッド技術による新しい光検出器

収束イオンビーム/レーザーイオン化法による
　　　　　　　　　　単一微粒子の履歴解析装置

東京大学大学院工学系研究科　講師 馬渡　和真

15：50

東京大学大学院理学系研究科　教授 相原　博昭

16：10

東京工業大学資源化学研究所　教授 藤井　正明

16：30

閉会挨拶16：50

セッションⅠ  検出部技術
（独）科学技術振興機構　先端計測分析技術・機器開発事業　開発総括 澤田　嗣郎【司 会】

（独）科学技術振興機構　先端計測分析技術・機器開発事業　開発総括 伏見　譲【司 会】

10：00

11：30
〜

GEMによる超高感度・大面積ガンマ線イメージセンサー
長崎総合科学大学情報学部　准教授 房安　貴弘

フォトニック結晶を利用した分光イメージセンサーの開発
東北大学大学院工学研究科　准教授 大寺　康夫

SOI技術による時間・空間X線イメージセンサー
高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所　教授 新井　康夫

室温で動作する生体磁気信号計測用薄膜磁界センサの開発
東北学院大学工学部　准教授 薮上　信

高度光診断治療に向けた生体組織の光学定数計測技術開発
大阪大学大学院工学研究科　教授 粟津　邦男

誘導パラメトリック蛍光顕微法
大阪大学大学院工学研究科　教授 伊東　一良

生体計測用・超侵達度光断層撮影技術
北里大学大学院医療系研究科　教授 大林　康二

高速電子常磁性共鳴イメージング法の開発
北海道大学大学院情報科学研究科　教授 平田　拓

（独）科学技術振興機構　先端計測分析技術・機器開発事業　開発総括 本河　光博【司 会】

スピン偏極電子源
名古屋大学大学院理学研究科　名誉教授 中西　彊

軟X線多層膜鏡の1Å精度波面補正技術の開発
東北大学多元物質科学研究所　助教 津留　俊英

ナノ構造制御LaB6次世代電界放射電子銃の開発
（独）物質・材料研究機構材料ラボ一次元ナノ材料グループ　研究員 新谷　紀雄

高出力・広帯域波長可変レーザの開発
千葉大学大学院理学研究科　教授 室　清文

（独）科学技術振興機構　先端計測分析技術・機器開発事業　開発総括 若林　健之【司 会】

バイオ技術による迅速・高感度・簡易アスベスト検出キット開発
広島大学大学院先端物質科学研究科　教授 黒田　章夫

超高効率なタンパク質スクリーニング技術の開発
慶應義塾大学理工学部　教授 柳川　弘志

難易度の高いタンパク質試料の調製と標識技術の開発
北陸先端科学技術大学院大学ナノマテリアルテクノロジーセンター　准教授 大木　進野

半導体バイオセンシング技術による1チップゲノム解析
東京大学大学院工学系研究科　講師 坂田　利弥

13：30

15：00
〜

意見交換会（会費制） 相談コーナー開設（JST職員等が公募等のご相談にお答えします）
15：00
16：00
〜

17：00
18：30
〜

12月9日（水） 技術説明会
時 間 タイトル

2日目

※1日目のシンポジウムに参加
される方はご記入ください。

※閉会後に意見交換会に参加される方はこちらにもご記入ください。

S1
※1

S2
※1

S3
※2

S4
※2

セッションⅡ  バイオオプティクス技術

セッションⅢ  線源技術

セッションⅣ  試薬・キット技術

※
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S1

S2

機器メーカーからの報告②

機器メーカーからの報告③

成果報告①

成果報告②

成果報告③

成果報告④

機器メーカーからの報告①
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